
宮
崎
の
昔
話
―
生
目
・
大
塚
を
中
心
に
―

地
誌
研
究
家
　

甲
斐
　
嗣
朗
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一　

大
塚
台
団
地
と
い
う
存
在

１
．
昭
和
四
一
年
宮
崎
県
住
宅
供
給
公
社
発
足
。
昭
和
四
六
年
大
塚
台
団
地
造

成
工
事
、
着
工
。

２
．
宮
崎
県
住
宅
供
給
公
社
か
ら
入
手
し
た
地
図
で
見
る
原
風
景
。

３
．
団
地
造
成
で
失
わ
れ
た
も
の
→
か
つ
て
の
山
・
道
路
・
田
・
畑
・
石
碑
・

小
字
地
名
。

　
　

団
地
造
成
で
得
ら
れ
た
も
の
→
多
く
の
住
宅
、
保
育
園
・
学
校
、
公
共
機

関
、
イ
ン
フ
ラ
、
新
し
い
商
店
、
新
し
い
人
々
、
新
し
い
地
名
。

４
．
大
塚
と
生
目
の
境
界
を
な
し
て
い
た
山
林
の
尾
根
の
標
高
の
比
較

　

福
島
町
、
大
坪
町
、
北
川
内
（
地
元
の
人
の
発
音
は
「
き
た
ぐ
ち
」
）
、
古
城
、

源
藤
、
恒
久
の
境
域
は
？

二　

大
淀
川
下
流
域
の
境
域
の
確
認
作
業

１
．
江
戸
時
代
、
旧
延
岡
藩
宮
崎
郡
に
四
組
・
二
三
村
が
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　

太
田
組
（
太
田
・
古
城
・
源
藤
・
大
塚
の
四
村
）
、
大
島
組
（
大
島
・
村
角
・

 

南
方
・
池
内
・
上
北
方
・
下
北
方
・
上
別
府
・
江
平
・
花
ヶ
島
の
九
村
）

　

跡
江
組
（
跡
江
・
小
松
・
柏
原
・
浮
田
・
生
目
・
長
嶺
・
富
吉
・
細
江
の
八
村
）

　

瓜
生
野
組
（
瓜
生
野
・
天
瀬
町
の
二
村
）
。
組
に
は
大
庄
屋
、
村
に
は
庄
屋

が
い
た
。
現
在
の
宮
崎
市
域
の
多
く
は
江
戸
時
代
に
は
延
岡
藩
領
で
、
宮
崎

代
官
所
は
下
北
方
の
高
台
に
置
か
れ
た
。

２
．
明
治
二
二
年
の
町
村
制
施
行
で
以
下
の
町
村
が
発
足
し
た
。
傍
線
は
役
場

所
在
地
。

　

生
目
村
（
跡
江
・
小
松
・
浮
田
・
生
目
・
細
江
・
長
嶺
・
柏
原
・
富
吉
の
八
村
）

　

大
淀
村
（
大
塚
村
・
太
田
村
・
中
村
町
・
福
島
町
・
古
城
・
源
藤
）
。
大
正

六
年
大
淀
町
に
。

　

大
宮
村
（
下
北
方
、
大
島
、
村
角
、
南
方
、
池
内
、
花
ヶ
島
）
。

　

宮
崎
町
（
上
別
府
村
、
上
野
町
、
川
原
町
、
江
平
町
、
松
山
町
、
瀬
頭
町
）
。

　

宮
崎
町
、
大
宮
村
、
大
淀
村
が
大
正
一
三
年
に
合
併
し
宮
崎
市
が
誕
生
。
市

庁
舎
は
上
別
府
村
に
。
現
宮
崎
市
の
初
め
て
の
地
形
図
が
発
行
さ
れ
た
の
は

明
治
三
七
年
。
こ
の
地
図
に
、
生
目
村
の
旧
大
字
境
界
も
大
淀
村
の
旧
村
界

も
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
『
日
向
地
誌
』
は
、
中
村
町
・
福
島
町
・
古

城
・
北
川
内
は
大
田
村
の
村
域
で
あ
る
こ
と
に
言
及
。

３
．
平
和
ケ
丘
、
月
見
ケ
丘
、
桜
ヶ
丘
、
希
望
ヶ
丘
、
江
南
、
大
塚
台
、
小
松

　

台
、
生
目
台
、
花
山
手
、
薫
る
坂
な
ど
の
団
地
開
発
で
消
え
て
い
く
小
字
地
名
。

三　

生
目
神
社
と
大
塚
神
社

１
．
ど
ち
ら
も
八
幡
神
を
祀
る
八
幡
神
社
。
八
幡
神
と
は
第
一
五
代
応
神
天
皇

 
 

（
誉ほ

む
だ
わ
け
の
み
こ
と

田
別
尊
）
の
こ
と
。
生
目
神
社
は
江
戸
時
代
ま
で
は
生
目
八
幡
宮
と
い
っ

た
。
応
神
天
皇
は
、
宇
佐
神
宮
の
菱
形
池
で
竹
の
葉
の
上
に
立
っ
て
三
歳
の

童
子
の
姿
で
顕
現
し
、
「
我
が
名
は
護
国
霊
験
威
力
神
通
大
自
在
王
菩
薩
」

と
名
乗
っ
た
。
こ
れ
は
、
第
二
九
代
天
皇
で
あ
る
欽
明
天
皇
の
御
代
三
二
年

（
五
七
一
）
に
起
こ
っ
た
出
来
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
第
一
五
代
応
神
天
皇
が

「
菱ひ

し
が
た形

池
に
三
歳
の
童
子
と
な
っ
て
」
顕
現
し
た
。
顕
現
の
始
め
か
ら
「
神

仏
習
合
」
な
の
で
あ
る
。

２
．
七
二
〇
年
隼
人
の
乱
の
平
定
に
八
幡
神
が
参
加
。
現
中
津
市
の
薦こ

も

神
社
の

三み

す

み角
池
に
育
つ
薦
を
刈
っ
て
薦
枕
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
ご
神
体
と
し
て
隼
人

鎮
圧
に
参
加
し
た
。
鎮
圧
後
、
隼
人
の
祟
り
と
思
わ
れ
る
病
災
が
続
い
た
の

で
、
死
者
の
霊
を
祀
る
た
め
に
天
平
一
六
年(

七
四
四)

、
宇
佐
八
幡
宮
は

日
本
初
の
放ほ

う
じ
ょ
う
え

生
会
を
行
っ
た
。
御
神
体
は
寄よ

り

も藻
川
左
岸
河
口
の
和わ

ま間
の
浜
で

船
に
乗
り
、
船
か
ら
海
に
蜷に

な

や
貝
を
放
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
行
事
は
仲
秋
祭

と
し
て
現
在
も
続
い
て
い
る
。

　

全
国
の
八
幡
神
社
の
総
本
宮
は
大
分
県
宇
佐
市
の
宇
佐
八
幡
宮
（
現
在
地



― 4 ―

遷
座
は
七
二
五
年
）
。
宇
佐
八
幡
宮
に
は
神
宮
寺
で
あ
る
弥み

ろ

く勒
寺
を
建
立

（
七
三
七
年
）
。
奈
良
で
東
大
寺
と
大
仏
が
造
立
さ
れ
る
際
、
八
幡
神
が
上
洛

し
、
東
大
寺
の
隣
に
手
向
山
八
幡
宮
が
勧
請
さ
れ
た(

七
四
八)

。
の
ち
に

京
都
南
西
部
の
男

お
と
こ
や
ま山

に
石い

わ

し

み

ず

清
水
八
幡
宮
を
創
建
（
八
六
〇
）
。
こ
の
石
清
水

八
幡
宮
を
勧
請
し
て
源
頼
義
が
鶴
岡
八
幡
宮
を
建
立
（
一
〇
六
三
）
、
の
ち

源
頼
朝
が
現
在
地
に
移
転(

一
一
八
〇)

。
鶴
岡
八
幡
宮
は
、
源
氏
・
鎌
倉

の
守
護
神
と
な
っ
た
。

　
　

鶴
岡
八
幡
宮
が
現
在
地
に
移
転
し
た
一
一
八
〇
年
、
平
清
盛
の
弟
・
重し

げ
ひ
ら衡

は
南
都
焼
き
討
ち
を
仕
掛
け
、
東
大
寺
の
大
仏
殿
、
大
仏
が
消
失
し
た
。
宋

か
ら
帰
国
し
た
僧･

重
ち
ょ
う
げ
ん源

は
大
勧か

ん
じ
ん進

職
と
な
っ
て
大
仏･

大
仏
殿
の
復
旧
に

努
め
、
建
久
六
年(

一
一
九
五)
再
建
供く

よ

う

え

養
会
が
開
催
さ
れ
た
。
鎌
倉
幕
府

将
軍
・
源
頼
朝
が
こ
れ
に
参
加
し
た
。

３
．
生
目
神
社
の
創
建
は

一
〇
五
六
年
。
大
塚
神
社

創
建
は
八
五
四
～
八
五
七

の
間
（
い
ず
れ
も
由
緒
か

ら
）
。
宮
崎
郡
浮
田
庄
は

天
喜
五
年(
一
〇
五
七)

に
「
神
領
と
し
て
開
作
」

さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
八
幡

神
が
浮
田
庄
の
鎮
守
と
し

て
勧
請
さ
れ
て
成
立
し
た

の
が
生
目
神
社
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
生
目
神
社
は

八
幡
神
を
祭
神
と
す
る
八

幡
神
社
で
あ
っ
た
。
一
方
、

大
塚
八
幡
宮
は
宇
佐
大
宮

司･

公
順
の
私
領
で
あ
っ

た
（
到い

た

づ津
文
書
）
が
、
八
幡
神
を
祀
る
神
社
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

生
目
神
社
が
「
目
の
神
様
」
と
さ
れ
た
の
は
平
景
清
を
祀
り
始
め
た
鎌
倉
時

代
の
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
平
景
清
は
謎
に
満
ち
て
い
る
。
壇
の
浦
の
戦
い

(

一
一
八
五
年)

で
安
德
天
皇
は
清
盛
の
妻･

時
子
に
抱
か
れ
て
入
水
し
、

平
家
は
滅
亡
し
た
。
そ
の
後
の
景
清
の
消
息
を
史
実
と
し
て
追
う
こ
と
は
困

難
で
、
特
に
そ
の
没
年
が
定
ま
ら
な
い
。
諸
資
料
は
「
な
ん
と
か
し
て
逃
げ

た
」
、「
建
久
七
年(

一
一
九
六)

三
月
七
日
餓
死
」
、「
健
保
二
年
（
一
二
一
五
）

八
月
一
五
日
霧
島
で
死
亡　

行
年
六
二
歳
」
と
記
述
し
、
一
貫
性
が
な
い
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
『
平
家
物
語
』
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け

て
盲
目
の
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
全
国
に
語
り
継
が
れ
、
江
戸
時
代
に
な
る
と

近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
『
出
世
景
清
』
が
人
口
に
膾か

い
し
ゃ炙

す
る
よ
う
に
な
っ

て
、
死
ん
だ
景
清
は
信
仰
の
世
界
で
生
き
続
け
る
人
物
と
な
っ
た
。

 　

江
戸
時
代
以
降
、
「
目

の
神
様
」
信
仰
は
現
実
的

に
広
が
り
を
見
せ
、
生

目
神
社
に
お
参
り
を
し

霊
験
あ
ら
た
か
な
る
経

験
を
し
た
人
々
が
、
自

分
の
住
ん
で
い
る
上
地

に
生
目
神
社
を
勧
請
す

る
動
き
が
活
発
に
な
っ

て
い
っ
た
。
九
州
の
熊

本
、
長
崎
、
福
岡
、
大
分
、

四
国
の
愛
媛
、
香
川
に

も
、
宮
崎
の
生
目
神
社

を
勧
請
し
た
生
目
神
社

が
、
今
も
、
少
な
か
ら

宇佐八幡宮参拝殿

生目神社（正面奥鳥居）
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ず
存
在
す
る
。

四　

宇
佐
宮
領
荘
園

　
　

平
安
時
代
の
半
ば
頃
か

ら
九
州
に
宇
佐
八
幡
宮
荘

園
が
広
が
っ
た
。
日
向
国

の
臼
杵
庄
六
五
戸(

今
山

八
幡
宮)

、
宮
崎
庄
五
〇

戸(

奈
古
神
社)

は
、
宇

佐
宮
に
と
っ
て
最
も
本
源

的
な
荘
園
。
そ
の
後
、
宇

佐
宮
領
荘
園
が
広
ま
り
、

日
向
国
に
は
宮
崎
庄
・
諸

県
庄･

浮
田
庄

･

那
珂
庄
な
ど

の
「
本
荘
」
が

成
立
し
た
。
こ

れ
ら
の
本
荘
か

ら
別
符
や
名

み
ょ
う

が

分
立
し
、
浮
田

庄
で
見
れ
ば
、

柏
原･

長
嶺･

跡
江
な
ど
の
別

符
が
誕
生
し
て

い
る
。
瓜
生
野

別

符

や

大お

お

つ

か墓

（
大
塚
）
別
符

は
、
先
述
の
よ
う
に
宇
佐

大
宮
司･

公
順
の
私
領
で

あ
っ
た
か
ら
、
特
定
の
荘

園
に
は
属
し
て
い
な
か
っ

た
。

　
　

宇
佐
宮
領
と
な
っ
た
荘

園
や
別
符
に
は
、
宇
佐
宮

に
納
め
る
貢
納
物
が
課
せ

ら
れ
た
。
米
や
絹
の
ほ
か
、

放
生
会
料
と
し
て
幟

の
ぼ
り･

絹

布･

ト
コ
ロ
テ
ン･

相
撲

･

馬･

紙
・
万ま

ん

ど

う

え

灯
会
（
懺

悔
の
た
め
に
仏
に
一
万
の

灯
明
を
供
養
す
る
法
会
）

料
油
な
ど
で
あ
る
。
宇
佐

宮
で
は
放
生
会
の
際
に
神
前
相
撲
が
行
わ
れ
、
浮
田
荘
か
ら
は
五
人
の
参
加

が
求
め
ら
れ
て
い
た
（
日
向
国
で
は
二
七
人
）
。

　
　

宇
佐
八
幡
宮
に
は
そ
の
神
宮
寺
と
し
て
弥
勒
寺
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
弥
勒

　

寺
も
荘
園
を
持
っ
て
い
た
。
日
向
国
で
は
、
日
向
市
の
富
高(

八
幡
神
社)

と
塩
見
（
栗
尾
神
社･

八
幡
神
）
、
清
武
の
船
引
（
船
引
神
社･

八
幡
神
）

の
三
カ
所
で
あ
る
。

　
　

生
目･

柏
原
・
長
嶺･

細
江･

瓜
生
野
・
大
塚･

富
高･

塩
見
・
船
引
の

各
神
社
は
全
て
応
神
天
皇
（
誉
田
別
尊
）
を
祀
る
八
幡
神
社
で
あ
り
、
宇
佐

神
宮
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

五　

生
目
神
社
の
二
つ
の
参
道

　
　

『
日
向
地
誌
』
が
生
目
村
で
あ
げ
て
い
る
道
路
は
①
隣
村
往
来
間
道
（
西
の

飯塚生目神社（福岡県）

三豊神社（香川県） 　景清廟

奈古神社

八代生目神社（熊本県）

別府生目神社（大分県）
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味
野
越
～
東
の
大
塚
村
界
鯉
ケ
迫
）
、
②
生
目
神
社
往
還
（
生
目
神
社
か
ら

北
に
延
び
る
道
）
の
二
つ
で
あ
る
。
平
部
嶠
南
が
生
目
を
調
査
し
た
の
は
明

治
八
，
九
年
の
こ
と
な
の
で
、
前
記
①
の
道
路
は
そ
れ
以
前
の
も
の
。
私
が

小
学
校
五
年
生
頃
に
遠
足
で
通
っ
た
ト
ン
ネ
ル
の
あ
る
道
は
①
、
②
と
は
異

な
る
。

１
．
大
塚
町
大
坪
に
残
る
二
つ
の
石
碑
（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
前
の
）
Ｔ
字
路
）

　

ⅰ
．
正
面
「
い
き
め
八
ま
ん
ぐ
う
路
」
（
こ
の
石
碑
が
道
標
で
あ
る
こ
と
が　
　

　
　
　
　
　
　

分
か
る
）

　
　
　

右
面
「
文
政
三
庚
辰
年
三
月
建
之
」
（
文
政
三
年
は
一
八
二
〇
年
）

　
　
　

左
面
「
施
主　

清
武
加
納
住
人　

蛯
原
源
太
良
」

　

ⅱ
．
正
面
右
側
に
「
〇
〇
□
□
□
□
」（
初
め
判
読
不
能
）
。
の
ち
〇
〇
は
「
宝　
　

　
　
　

暦(

ほ
う
れ
き)

」
と
判
明

　
　
　

 

中
央
に
「
奉
□
□
□
□
」
供く

よ

う養
」
（
□
が
判
読
不
能
の
た
め
、
石
碑
建　

立
の
目
的
が
不
明
）

　
　
　

 

左
側
に
「
閏
七
月
十
二
日
」
（
宝
暦
年
間
で
閏
七
月
が
あ
る
の
は
宝
暦

九
年
だ
け
）

　
　
　

左
面
に
人
名
ら
し
き
九
人
の
名
、
「
…
門
」
。

　

右
面
と
裏
門

に
は
何
も
書

か
れ
て
い
な

い
。

２
．
見
つ
か
っ

た
「

新

道

開

鑿

歎

願

書

」

（
明
治
一
五
年

八
月
鹿
児
島

県
知
事
宛
に

提
出
）
。
歎
願

書
の
発
起
人

は
生
目
神
社

社
司
・
高
妻

安
や
す
し

。
高
妻
安

は
児こ

ば

る

い

な

り

原
稲
荷

神
社
社
司
・

甲
斐
右う

ぜ

ん膳
の

三
男
。
七
歳

の
頃
、
生
目

神
社
の
養
子

と
な
り
、
生

目
村
の
要
職

を
務
め
、
新
道
開
発
の
発
起
人
と
な
っ
た
。

３
．
「
歎
願
書
」
に
書
か
れ
た
一
文
。
「
距
今
百
年
ノ
前
該
郡
福
島
町
豪
富
後
藤

忠
蔵
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
生
目
神
社
参
詣
ノ
衆
庶
民
及
郷
里
人
民
便
利
ノ
タ
メ
此

ノ
路
線
ヲ
開
キ
テ
寄
附
ス
」
（
古
道
）

　
　

明
治
一
五
（
一
八
八
二
年
）
の
百
年
前
は
一
七
八
二
年
で
宝
暦
九

（
一
七
五
九
）
年
に
近
い
。

４
．
見
つ
か
っ
た
後
藤
家
の
墓
と
見
せ
て
い
た
だ
い
た
後
藤
家
系
図

　
　

宮
崎
市
福
島
町
の
福
島
墓
地
に
、
恩
師･

後
藤
健
三
郎
の
名
を
刻
ん
だ
墓

碑
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
後
藤
家
家
系
図
』
に
後
藤
庄
兵
衛
章
好
と
い
う
人

物
が
「
内
藤
義
英
公
御
代　

宝
暦
九
年　

大
塚
庄
屋
役
ニ
移
ル
」
の
記
述
あ

り
。
先
の
石
碑
の
宝
暦
九
年
と
一
致
す
る
。
偶
然
か
必
然
か
。

　
　

大
塚
の
多
宝
寺
（
享
徳
年
間
一
四
五
二
～
一
四
五
五
創
建
）
の
開
山
は

梵
ぼ
ん
ち
ゅ
う忠

と
い
う
僧
侶
で
あ
る
が
、
開
基
（
開
山
の
経
済
的
援
護
者
）
は
後
藤
家

で
あ
る
。
つ
ま
り
後
藤
家
は
室
町
時
代
か
ら
の
富
豪
で
あ
っ
た
。
職
業
は
廻

船
問
屋
で
あ
り
、
代
々
、
大
庄
屋
と
庄
屋
を
務
め
た
。

５
．
新
道
は
い
つ
で
き
た
の
か

石　碑

倒れたままの石碑
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山
仮
屋
隧
道
竣
工
は

明
治
二
五
年
（
県
下
初

の
道
路
ト
ン
ネ
ル
）
。
生

目
の
新
道
は
こ
れ
に
次

ぐ
二
番
手
。
陸
地
測
量

部
製
作
の
地
形
図
の
測

量
は
明
治
三
五
年
。
こ

の
地
図
に
新
道
が
描
か

れ
て
い
る
。

６ 

．
『
生
目
村
是
』
に
よ
れ

ば
ト
ン
ネ
ル
建
設
は
恐

ら
く
明
治
四
〇
、
四
一
年

こ
ろ
。「
山
仮
屋
隧
道
（
長

五
六
ｍ
）
よ
り
長
い
ト

ン
ネ
ル
を
」
が
生
目
の

願
望
。
長
さ
六
四
ｍ
で

完
成
。

７
．
新
旧
二
つ
の
道
路
は
昭
和
四
六
年
ま
で
現
存
。
同
年
に
開
始
さ
れ
た
大
塚

台
団
地
造
成
工
事
で
消
失
。
旧
道
は
生
目
神
社
の
東
に
、
新
道
は
鯉
ケ
迫
池

付
近
に
わ
ず
か
に
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。

８
．
二
つ
の
石
碑
の
保
存･

整
備
は
で
き
な
い
の
か
。
倒
れ
た
ま
ま
の
石
碑
は

立
て
ら
れ
な
い
の
か
。

歎願書


